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ト (以降,「ICT」と記す) の利活用により,教育のあり方が大き  \langle 変化している.
教育界における ICT の利活用としてはいろいろなものがある.また,今後の情報技術
の進展により,機器や利用形態も提案されるだろう.


















教材を提供してもらい,音声と文字による解説動画 (動画数91点) をiPadl を用いて,
高等学校数学 Iの「データの分析」 の解説動画を開発した.作り込む際に,背景の色や文
























liPad は,Apple Inc. の商標です.








単元を ExplainEverything を用いて 「解説動画」 を制作し,配信した.
もう1つの生徒が制作する 「動画」 について述べる.現在担当している高校1年は,
中学2年から担当している.中学2年次は 「連立方程式」 「場合の数と確率」 , 中学3年
次は 「2次関数」 「三角比」 「データの分析」,高校1年次は 「図形と方程式」 の単元で,’
問題づ  \langle り ’の授業を行ってきた.これは,各単元の学習後に行う5時間の実践である.
生徒一人一人が作問し,解説や問題のポイントを考えて  \langle る.その問題を班員が解いて,
検証する.班ごとに土台とする問題を決め,その問題をブラッシュアップし,班の問題
と解説を作り上げる.その解説を動画にしてい  \langle . 問題づ  \langle りの授業では先行研究とし






























③授業開始25分後~30分後 教員のコメン  \vdash (1同目) と  +\alpha 問題の提示
教員が各グループを巡回した後,全体に伝えた方が良いことを手短に話す.また,
練習問題が終わった後の  +\alpha (章末問題レベル) をこのタイミングで提示.
④授業開始30分後~45分後 練習問題の演習と  +\alpha へのチャレンジ演習
③のコメントに基づき,再度練習問題に挑戦する.グループで練習問題を終えた
ところは,黒板に授業者が提示したやや難しめの問題 (今日の  +\alpha ) に取り組む.
⑤授業開始45分後~50分後  +\alpha 教員のコメント (2回目) とまとめ







1. (1) および(2) より,動画教材をみている生徒達はその有用性を実感していること
が分かった.とはいえ,一つの動画では,全ての生徒達が満足するものを提供す
るのは難しいことも,生徒の記述回答から確認できた.授業対象生徒 (高校1年)
は,動画の適当な時間として10分程度,長  \langle ても15分以内と回答している.
2. (3) については,目標の (B) について重点的に質問したところ,解説動画を積極的






反転授業の実践とその考察について報告する (芝辻 [3], [4]) . 反転授業とは,事前に
用意された動画を授業前に視聴し,その動画をもとに授業では知識の習得と活用に重き
を置  \langle 授業のスタイルである.
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動画において,生徒は動画の長さを長  \langle 感じる傾向にある.つまり,生徒は 「ま
だ終わらないのかな?長いな.」と感じている.生徒にとって,簡単に理解できる
内容ではな  \langle , 集中して考えることで理解につながる動画を制作することで生徒
にとって学習する意味の生まれる動画となるのである.
②生徒にとって,動画で学ぶことのよさが確認された.「動画であれば何度でも見直
すことができる.」 , [動画であれば手順がわかった」 などである.反転授業を開発
する際に,動画であることのメリットを活かすことが重要である.動画内におい








はな  \langle , 教室で行われる授業のデザインも同様に大切である.
『活用型」 における動画の在り方の検討










2.4.1 板橋区における ICT の導入状況
公立学校における教育の ICT化は,自治体によって異なり,遅々として進んでいない
学校も少なくない.本板橋区では ICT 導入と活用のための研修が推進されている.
高島第二中学校では,各普通教室 (9室) 及び多目的室 (3室) , PC 教室 (1室) , 理





本区では,全小中学校に Sky 株式会社のSKYMENU Class を導入しており,授業改
善の視点からそれを使った授業を推奨している.このSKYMENU は先生機から生徒機
(タブレット型PC を1台/人) に静止画像はもとより動画も一斉配信できるものである.
2.4.2 数学科での取り組み : 中学1年生対象 第6章空間図形 1節いろいろな立体
本時のねらい
1. 身のまわりにある立体物を,いろいろな見方をしながら共通点を見出し,グルー








































そういった生徒へのサポートとして,‘Show Me ’ という動画制作アプリケーションを





動画制作アプリケーションもいろいろあることを知り,‘Show Me ” の他 ‘Explain





動画自体が生徒個別の対応が使命であることに鑑み,問題を解  \langle 過程の解説を提供す
ることで,学習意欲を持続させ,知識欲を満たすことを考えたからである..
どんなに詳しく,分かりやす  \langle 書いたとしても,それが理解できない,言い換えれば





がわからない」 ままになってしまうことがある.また,印刷教材では 「考え方」 を示す
































理由 先が硬いペンだと,文字などを書  \langle ときにコッコッという音が録音されるため.
※ヘッドセットを使えば手元の音は拾わなかったかもしれない.
(5) 文章にアンダーラインを引  \langle ときは,解説を録音してからミックス録画でライン
を書き込む.このときは録音機能はオフにしてお  \langle.
理由 読みながら綺麗にアンダーラインを引  \langle のは難しい.
(6) ペンの色はカラーユニバーサルデザインに適応させなければならなかった.
理由 色覚特性のある生徒への対応のため,場面ごとの色使いは次のようにした.
 \bullet 背景色が緑色の場合 (黒板をイメージ) には,白色を主に使い,黄色,緑色,青
色の順に色を使い分ける.
 \bullet 背景色が白色 (問題提示をイメージ) には,黄色を主に使い,緑色,青色,赤色
の順に色を使い分ける.





今回解説動画を制作した数学 I 「データの分析」 の学習時期は,2学期の後半からと
想定される.本動画の配信開始が2018年6月であり,現時点 (2018年10月) での利用
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